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今
年
八
月
、
東
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ニ
ア

共
和
国
（
以
下
、
ケ
ニ
ア
）
に
お
い
て
、

一
九
九
一
年
の
民
主
化
後
七
回
目
と
な
る
大

統
領
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
選
挙
は
、
Ｗ
・

ル
ト
副
大
統
領
（
役
職
は
選
挙
当
時
）
と
、

野
党
側
の
Ｒ
・
オ
デ
ィ
ン
ガ
元
首
相
の
ほ
ぼ

一
騎
打
ち
と
な
っ
た
。
Ｕ
・
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
大

統
領
が
、
与
党
の
内
紛
を
背
景
に
ル
ト
で
な

く
野
党
側
の
オ
デ
ィ
ン
ガ
を
支
持
し
、
ル
ト

は
現
職
副
大
統
領
で
あ
り
な
が
ら
ケ
ニ
ヤ
ッ

タ
政
権
の
批
判
に
回
る
な
ど
、
選
挙
の
構
図

は
与
野
党
対
立
の
枠
組
み
を
外
れ
た
。

　

結
果
は
、
ル
ト
副
大
統
領
が
得
票
率

五
〇
・
四
九
％
、
オ
デ
ィ
ン
ガ
元
首
相
が

四
八
・
八
五
％
と
な
り
、
僅
差
を
制
し
て
ル

ト
が
当
選
し
た
。
オ
デ
ィ
ン
ガ
側
は
、
最
高

裁
に
不
正
や
集
計
の
不
備
を
訴
え
た
が
、
裁

判
の
結
果
ル
ト
の
当
選
が
承
認
さ
れ
た
。

　

今
回
の
大
統
領
選
挙
で
注
目
さ
れ
た
の

は
、
ル
ト
副
大
統
領
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
お
い
て
、「
貧
困
者
」
対
「
名
家
」
と
い
う
、

階
級
対
立
に
近
い
構
図
を
前
面
に
打
ち
出
し

た
こ
と
だ
っ
た
。
ル
ト
は
、
自
ら
が
相
対
的

に
貧
し
い
農
家
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
、
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
（
実
父
は
初
代
大
統
領
）・

オ
デ
ィ
ン
ガ
（
実
父
は
初
代
副
大
統
領
）
側

を
「
名
家
」
と
レ
ッ
テ
ル
付
け
し
て
違
い
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

ケ
ニ
ア
で
は
民
主
化
で
導
入
さ
れ
た
大
統

領
の
三
選
禁
止
条
項
が
歴
代
遵
守
さ
れ
て
お

り
、
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
は
、
前
回
二
〇
一
七
年
大

統
領
選
挙
で
の
再
選
後
早
く
も
引
退
が
視
野

に
入
る
「
死
に
体
」
と
化
し
た
。
当
時
次
点

だ
っ
た
オ
デ
ィ
ン
ガ
も
か
な
り
の
支
持
を
集

め
て
お
り
、
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
は
国
内
の
混
乱
収

束
を
図
っ
て
オ
デ
ィ
ン
ガ
と
和
解
、
以
後
両

者
は
協
力
関
係
を
築
い
た
。
そ
れ
が
今
回
の

大
統
領
選
挙
で
の
オ
デ
ィ
ン
ガ
支
持
に
つ
な

が
っ
た
。

　

一
方
ル
ト
は
二
〇
一
七
年
時
点
で
副
大
統

領
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
オ
デ
ィ

ン
ガ
と
の
和
解
を
事
前
に
知
ら
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
し
て
不
快
感
を
表
明
し
、
次
第
に

与
党
内
「
野
党
」
と
し
て
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
政
権

へ
の
批
判
を
強
め
て
い
っ
た
。経
済
の
低
迷
、

失
業
問
題
、
物
価
の
高
騰
、
汚
職
な
ど
ケ
ニ

ヤ
ッ
タ
政
権
下
で
問
題
は
山
積
し
、
コ
ロ
ナ
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禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
こ
れ
ら
は
さ
ら
に

深
刻
化
し
た
。
苦
し
ん
で
き
た
と
り
わ
け
若

い
世
代
を
中
心
に
、
ル
ト
支
持
が
広
が
っ

た
。

　

ま
た
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
が
長
年
の
政
敵
だ
っ
た

オ
デ
ィ
ン
ガ
と
同
盟
し
た
こ
と
は
ケ
ニ
ヤ
ッ

タ
の
地
元
中
央
高
地
（
民
族
的
に
は
キ
ク
ユ

人
。
ケ
ニ
ア
の
最
大
民
族
で
あ
り
人
口
の
約

二
割
）
で
不
評
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
、
国
会

議
員
補
欠
選
挙
で
ル
ト
の
支
持
す
る
野
党
候

補
に
与
党
候
補
が
敗
れ
る
事
態
が
相
次
い

だ
。
ル
ト
が
い
か
に
し
て
中
央
高
地
で
の
支

持
を
獲
得
し
た
の
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と

も
多
い
が
、
二
〇
二
二
年
大
統
領
選
挙
に
キ

ク
ユ
人
候
補
が
立
た
な
か
っ
た
こ
と
も
手
伝

い
、
ル
ト
は
自
ら
の
地
元
で
あ
る
大
地
溝
帯

周
辺
（
民
族
的
に
は
カ
レ
ン
ジ
ン
人
。
ケ
ニ

ア
全
人
口
の
約
一
割
）
を
超
え
、
ケ
ニ
ヤ
ッ

タ
の
地
元
で
あ
る
中
央
高
地
で
の
支
持
を
得

る
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
っ
た
。

　

一
方
の
オ
デ
ィ
ン
ガ
は
、
二
〇
二
二
年
大

統
領
選
で
自
ら
の
地
元
ケ
ニ
ア
西
部
（
民
族

的
に
は
ル
オ
人
。
全
人
口
の
約
一
割
）
や
協

力
政
党
の
幹
部
ら
の
地
元
で
高
い
支
持
を
得

た
。
し
か
し
、
地
元
で
の
投
票
率
が
相
対
的

に
低
迷
し
た
こ
と
に
加
え
、
ル
ト
の
地
元
は

も
ち
ろ
ん
、
オ
デ
ィ
ン
ガ
支
持
を
表
明
し
て

い
た
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
の
地
元
中
央
高
地
の
票
を

ほ
と
ん
ど
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
総
得
票
は

ル
ト
に
届
か
な
か
っ
た
。

　

近
年
の
ケ
ニ
ア
大
統
領
選
挙
で
は
、
候
補

の
顔
触
れ
が
毎
回
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
自

ら
の
出
身
地
域
／
民
族
を
主
た
る
支
持
基
盤

と
す
る
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
、
オ
デ
ィ
ン
ガ
、
ル
ト

ら
特
定
の
政
治
家
た
ち
が
、
ポ
ス
ト
配
分
な

ど
利
益
の
最
大
化
と
選
挙
で
の
過
半
の
得
票

を
狙
っ
て
選
挙
の
た
び
に
離
合
集
散
を
繰
り

返
し
て
き
た
構
図
が
近
年
の
ケ
ニ
ア
に
は
あ

る
。

　

二
〇
二
二
年
大
統
領
選
挙
に
ル
ト
が
「
貧

困
者
」
対
「
名
家
」
と
い
う
階
級
対
立
に
似

た
対
立
軸
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
、
一
見
た
し

か
に
新
し
い
動
き
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ケ
ニ

ア
西
部
な
ど
は
オ
デ
ィ
ン
ガ
に
、
中
央
高
地

と
大
地
溝
帯
周
辺
の
投
票
は
ル
ト
に
そ
れ
ぞ

れ
集
中
し
た
の
で
あ
っ
て
、
地
域
／
民
族
が

大
統
領
選
挙
の
行
方
を
決
め
る
重
要
な
要
素

で
あ
る
構
図
に
は
基
本
的
に
変
化
が
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、今
回
の
大
統
領
選
挙
で
は
、

選
挙
関
連
の
暴
力
が
ほ
と
ん
ど
報
告
さ
れ

ず
、
ま
た
、
選
挙
に
お
け
る
関
心
が
民
主
化

や
政
治
的
安
定
で
は
な
く
経
済
面
に
集
中
し

た
こ
と
が
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
。
ケ
ニ
ア

は
二
〇
〇
七
年
の
大
統
領
選
挙
を
き
っ
か
け

に
死
者
一
〇
〇
〇
人
以
上
と
な
る
国
内
紛
争

を
経
験
し
た
国
で
あ
る
。
今
回
、
有
力
候
補

は
共
に
経
済
的
課
題
に
選
挙
の
力
点
を
置
い

た
。
こ
れ
を
、
ケ
ニ
ア
が
紛
争
処
理
、
国
民

統
合
の
ス
テ
ー
ジ
を
脱
し
た
兆
し
と
見
る
こ

と
も
で
き
る
。
ル
ト
政
権
は
今
後
二
期
一
〇

年
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ケ
ニ
ア
の
経
済
面
、
政
治
面
で
の
変
化
が
注

目
さ
れ
る
。
●




